
２０２２年度 社会福祉法人本巣市社会福祉協議会事業報告 

［ 基 本 理 念 ］ 

ふれあい、つながり、支え合う 安心とやさしさに包まれたまち もとす 

 

［ 事業報告の概要 ］ 

新型コロナの感染がまだ収まらない状態が続いている中で、収入や生活が大きく変わってし

まった方々に対して精神面や金銭面での支援を行うため様々な事業を展開してまいりました。

特に生活困窮者自立支援事業や高齢者への見守り訪問活動など対象者からの困りごとやご要望

に耳を傾け、社協内の組織全体で情報を共有しながら対応してまいりました。 

また、本巣市と協同して住み慣れた地域で安心して生活できる体制づくりを目指し、第４期

地域福祉活動計画を策定しました。 

 

［ 重点計画取り組みの成果 ］ 

１ 第４期地域福祉活動計画の策定 

   本巣市と当協議会が地域福祉の推進にあたり、理念や施策の方向性を共有し、各種団体と

連携を図りながら、本巣市による「地域福祉計画」と当協議会「地域福祉活動計画」を一体

的に策定しました。(2023年度～2027年度の5か年計画) 

 

２ 生活困窮者自立支援事業 

   生活困窮者が困窮状態から早期脱却できるように「自立相談支援事業」「家計改善支援事

業」「就労準備支援事業」を実施しました。また、食料支援として広報にて周知し、市民等

からの協力を募り、必要な方に支援できる体制を整えました。 

   ＬＩＮＥ相談は、新規に広く市民から相談を受けられる体制を整えるため、実際にＬＩＮ

Ｅ相談を実施している他市町村社協より情報収集し、当協議会に合う方法を検討しました。 

 

３ 見守り訪問活動の充実 

   高齢者ぬくもり訪問事業を年５回民生委員・児童委員、ボランティアの協力を得て実施し

ました。訪問時の様子を記録に残し、生活状況や悩み事、体調に異変があるときは、細やか

に訪問、電話、必要に応じて関係機関に繋ぐなど迅速に対応しました。 

   福祉用具を貸出している方へ訪問し、生活状況及び福祉用具の点検・確認を実施しまし

た。また、ふれあいサロンへ出向き、参加者の生活状況を把握するなど地域へ積極的に出向

き見守り活動を実施しました。 

 

４ 個別避難計画作成事業（新規事業） 

市が個別避難計画の作成同意を得た人を対象に職員が個別訪問し、緊急時の連絡先や避難

時にどのような配慮が必要かなどを聞き取り、個別避難計画を作成しました。計画作成に向

けて対象者の選定や名簿の整理、作成の手順などについて、何度か市の担当者と話し合いを

持ち、作成に努めました。避難支援者等実施者については自治会の協力も必要であるため、

モデル地域を市総務課・福祉敬愛課と一緒に訪問し、作成に取り組みました。 

 

５ 介護保険事業及び障がい福祉事業におけるサービス体制の向上 

訪問介護事業では、タブレットを導入し、事務の省力化ができるようになりました。ま

た、通所介護事業をはじめとする介護事業全般では、コロナウイルス感染防止対策を十分に

行い安心してご利用いただける体制づくりを行いました。障がい者就労支援センターでは、

一般企業の工場見学を行い、働くための意欲向上に努めました。 



６ 組織運営の強化 

職員一人ひとりが自分の担当業務に目標を設定し、それぞれがどのように達成できたかを

分析しながら社協職員としての質の向上に努めました。 

 

 

 【一 般 福 祉 事 業】 

事業名 １ 法人運営事業 

事業内容

及び成果 

（１）組織体制の充実 

  ①安定的な法人運営のために理事会・評議員会等を開催しました。 

   ・理事会の開催（年４回） 

  ・評議員会の開催（年３回） 

  ・評議員選任・解任委員会の開催（年２回） 

 ②監事による事業監査及び会計監査を行いました。 

   ・監査会の開催（年２回） 

  ③社協内部会議を開催しました。 

   ・事務連絡調整会議（毎月１回） 

   ・各担当者会議（随時） 

（２）財政基盤の強化 

  ①財源確保の為に一般会費及び賛助会費の加入促進と寄附金の募集を行いま

した。 

   ・一般会費 9,252世帯（54世帯増） 

     真正 3,758世帯（66世帯増） 糸貫 2,888世帯（21世帯増） 

     本巣 2,098世帯（ 3世帯増） 根尾  508世帯（36世帯減） 

   ・賛助会費 123社（11社減） 

     真正 39社（ 4社減） 糸貫 42社（ 4社減） 

     本巣 20社（ 1社減） 根尾 11社（ 1社減）市外 11社（1社減） 

  ②広報なごみにて広告掲載をし、広告掲載料の増に努めました。 

    広告掲載登録 １社（1社減） 

  ③寄附金、寄附物品 

    寄附金 個人２名 １団体 

寄附物品 タオル、本、紙おむつ、米、野菜、マスク、非常食、食品等 

         個人 31名、7団体 

（３）情報提供 

  ①広報なごみを発行（年４回）しました。 

  ②ホームページやフェイスブックを公開し、リアルタイムな情報提供を行い

ました。 

（４）被災者援護金の支給 

  ①火災により被災された方への援護金（見舞金）を支給しました。 

    ３件支給 90,000円 

 

事業名 ２ 地域福祉推進事業 

事業内容

及び成果 

（１）福祉車輛貸出事業 

   一般の交通機関を利用すること等外出することが困難な市民に対し、行事 

  の参加など活動の機会を促進するため、福祉車輛の貸し出しを行いました。 



  軽ワゴン車 ４台 年間延べ１８０件利用 

（２）福祉用具貸出事業 

   電動ベッドや車椅子等の福祉用具の貸し出しを行いました。 

    貸出用具・・・電動ベッド（継続利用者）１３件 

           車椅子７７件    歩行器５件 

（３）福祉協力校への助成 

①市内の幼児園８園、小学校７校、中学校３校、学園１校を福祉協力校に

指定し、福祉に関する事業や授業に対し助成を行いました。 

②福祉体験教育として、疑似体験セット等福祉用具の貸出（３校）、小学

校（２校）での体験活動に協力しました。 

（４）高額療養費貸付事業 

   入院又は通院による高額療養費制度に該当する方に対し、経済的な支援と

して貸付事務の手続きを行いました。 

    新規申請者 ３名 

（５）ボランティアセンター事業 

   ①高齢者や障がい者を対象に、日常生活上のちょっとした困りごとを支援

するくらしつなぎあい事業を実施しました。また、広報活動及びボランテ

ィアへの声掛けを行いました。 

    新規４６件、事業実施 延べ１１９件 

    くらしつなぎあい事業で対応できない作業については、他機関へ繋ぎま

した。３件 

   ②ボランティア登録や団体への支援を行いました。 

   ③ボランティア活動の情報提供を行いました。 

（６）ボランティアスクール 

   糸貫ぬくもりの里にて手話体験、本巣市障がい者就労支援センターみつ

ば、ほたるにて体験活動を行いました。小学生６名、中学生１１名 計１７

名参加    

（７）生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

   低所得者や高齢者、障がい者の生活を経済的に支えることを目的に、生活

福祉資金貸付の相談や申請代行を行いました。 

   また、新型コロナウイルス感染症の発生による休業や失業により、一時的

又は継続的に収入が減少した世帯を対象とした生活福祉資金貸付制度の特例

措置による貸し付けを行いました。令和５年１月から償還が始まりました

が、償還が困難な借受人に対し、県社協と連携しながら償還免除の申請手続

きを支援しました。 

    コロナ特例貸付  ９件 

    通常貸付     ０件 

（８）日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

   高齢や障がいなどで金銭管理や各種手続き等日常生活に不安を感じる方に

対し、生活支援員が金銭管理や文書確認、届出事務の代行等行いました。 

   ①利用者・・・真正４名 糸貫３名 本巣５名 

   ②生活支援員・・５名 

   ③相談及び訪問件数・・年間延べ１２４件 

（９）生活困窮者小口資金貸付事業  

   ライフラインの復旧や就労支援の際の費用を一時的に貸付する支援は、実 



  績はありませんでした。。 

（10）第４期地域福祉活動計画策定事業 

   市民アンケート調査、地域部会、地域福祉推進委員会の意見をもとに、地 

域の課題を軽減できるよう、本巣市と連携し第４期地域福祉活動計画を策定 

しました。 

 

事業名 ３ 共同募金配分事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ふれあいいきいきサロン事業 

   円滑な事業運営を支援するため助成を行いました。また、職員がサロンに

出向きレクリエーションや生活状況確認等を行いながら、高齢者等の生きが

いづくりを支援しました。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しながら実施をしました。 

 サロン数・・・５５サロン（真正２３サロン、糸貫１７サロン 

本巣１１サロン、根尾 ４サロン） 

 実施サロン・・４４サロン（真正１７サロン、糸貫１７サロン 

本巣  ７サロン、根尾 ３サロン） 

年間延べ ３０２回開催 

   参加延べ人数 ４，５１１名 

（２）広域サロンの開催 

   北部地域を対象に、自治会の枠を越えて誰でも参加できるいきいきサロン

を予定しましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

（３）高齢者ぬくもり訪問事業  

   ７５歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、日用品等を持って民生委員や

ボランティアが見守り訪問を行いました。  

年５回 延べ２，４０３名を訪問（真正７０５名、糸貫６９９名 

本巣５８８名、根尾４１１名） 

（４）買い物支援事業 

   高齢者等で自動車等の運転ができないなど買い物の移動に不便を感じてい

る方に対し、買い物支援サービスを実施しました。 

   また、運営ボランティア・運転手が集まり、情報交換を行いました。 

①高砂町自治会・・年間延べ２１回 延べ１０５名利用 毎月第 2.4金曜日 

   ②神明自治会・・年間延べ２４回  延べ ５８名利用 毎月第 1.3木曜日 

   ③宝珠ハイツ・・年間延べ２４回 延べ１３２名利用 毎月第 2.4月曜日 

   ④仏生寺自治会・・年間延べ２１回  延べ ３９名利用 毎月第 2火曜日 

   ⑤根尾中・越卒・・年間延べ１０回 延べ ６８名利用 毎月第 2金曜日 

⑥木知原自治会・・年間延べ  ７回 延べ ３５名利用 毎月第 3金曜日 

また、ボンティア、運転者等の情報交換会を年１回実施しました。 

（５）男性のいきいきライフ事業 

   ６０歳以上の男性を対象に、各種教室を開催しました。 

①健康麻雀      ８名 

②スマホ教室     ７名 

③お弁当作り     ６名 

④体幹トレーニング １０名 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）災害救援ボランティア研修会 

   岐阜県、本巣市と連携し、本巣地域にて災害についての心構え、災害ボラ

ンティアセンターの設置等について研修会を実施しました。 

   参加者 ３０名 

（７）食料支援事業（フードバンク） 

   広報なごみ等を通じて食料提供依頼を行い、年間を通じて食料の提供を受

けました。提供された食品を、生活困窮で食料支援を必要としている人に、

必要な分、その場で渡せるしくみをつくりました。 

また、子ども支援として、お菓子や離乳食を生活困窮世帯の子どもに対し

て届けました。 

   玄米４６０㎏ その他の食品１９９㎏ 

   生活困窮者 １９名（延２３７回） 

（８）クリスマス会の開催 

   障がい者就労支援センターの利用者とその保護者が一堂に会し、仕事で頑

張ったことや日頃の感謝の気持ちなど、一年を振り返りながら利用者同士の

仲間意識の向上と交流を図ることを目的に３施設合同にてクリスマス会を開

催しました。 

１２月２２日 糸貫ぬくもりの里 

利用者２６名、保護者１７名  計４３名参加 

（９）共同募金運動 

   助け合いの精神と福祉への参加を呼びかけ、赤い羽根共同募金及び歳末た

すけあい募金運動を行いました。 

   ①募金運動期間：１０月１日から１２月３１日 

   ②戸別募金：１０月１日から各自治会の協力により、戸別募金実施 

         １世帯５００円 ９，５８２世帯 

   ③法人募金：法人企業を対象に、募金運動実施 １１６社 

   ④街頭募金：モレラ岐阜にて街頭募金を実施。１０月２９日実施 

         中学生９名がボランティアとして参加しました。 

         募金額 ３８，４４７円 

（10）社会福祉大会の開催 

   地域住民が、いつまでも健康でいきいきと生活できる福祉のまちづくりを

目指し、第７回本巣市社会福祉大会を開催しました。永年に亘り社会福祉に

貢献された方々や家族を在宅で介護されている方に対して表彰を行いまし

た。また記念講演として、国際ジャーナリスト、タレントのモーリー・ロバ

ートソン氏による「自分を信じて～世界で生まれる多様性～」と題して講演

を行いました。 

   １１月１９日(土) 被表彰者   ５６名  １団体 

            当日来場者 １６５名 

 

事業名 ４ 退職手当給付事業 

事業内容

及び成果 

職員の退職給付金として、２名の退職者に給付しました。 

  ①退職給付金引当金・・・退職者への退職金支給 

  ②事業区分からの収入・・各事業、サービス区分から一括して退職金積立を 

行いました。 



事業名 ５ 本巣市在宅福祉事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ミニデイサービス事業 

   真正老人福祉センター及び本巣老人福祉センターの入浴施設を市内在住の

６０歳以上の方を対象に無料で開放し、市民の憩いの場として提供しまし

た。 

① 真正老人福祉センター：毎週月曜日・木曜日 

実施日数：102日  

利用者数：延べ 1，811名利用 （１日平均 18名利用） 

② 本巣老人福祉センター：毎週火曜日・金曜日 

実施日数：97日 

利用者数：延べ 429名利用 （１日平均 4名利用） 

（２）障害者社会参加促進事業 

   障がい者就労支援センターみつば、杉の子、ほたるの利用者が一堂に会す

る場所として、ふれあい交流運動会を開催し、各競技を通じて相互の親睦と

交流を図りました。 

    開催日：１２月２日 場所：本巣体育センターアリーナ 

    参加者：３１名 

（３）生活困窮者自立支援事業  

   生活困窮者が困窮状態から早期に脱却することを支援するため、本人の状

態に応じた包括的かつ継続的な相談支援を行いました。 

   家計改善支援事業として、生活費の状況を適切に把握し、家計の改善等支

援を行いました。 

   就労準備支援事業では、働きづらさを抱えた方への支援を行いました。 

   また、新規相談者が気軽に相談できるＬＩＮＥ相談の実施に向け、ＬＩＮ

Ｅ相談を実施している他市町村社協より情報収集し、当協議会に合う方法を

検討しました。 

   子ども支援については、子ども食堂の立ち上げを目指す団体と情報交換を 

実施し、子どもの居場所応援センター（県社協）に相談しながら、助成事業 

等の情報提供を行いました。 

   相談件数・・・延べ１，５６７件 

   相談実人数・・新規７５名、継続９０名  

（４）生活支援体制整備事業 

   ①第２層協議体 

    真正・糸貫・本巣・根尾の４地域において、地域住民が集まり、地域の

情報交換や地域づくりに向けた話し合いを毎月１回開催しました。 

地  域 開催回数 参加人数 

真  正 １１回 ８２名 

糸  貫 １０回 ８６名 

本  巣 １０回 ８２名 

根  尾 １１回 ７７名 

全 体 会 １回 ２４名 

    １２月は、各地域の協議体メンバーが３年ぶりに会場に集まり、全体会

を開催しました。 

 



 ②介護予防サポーター養成講座の運営協力と参加者のネットワークづくり 

 参加者（延べ人数） 

介護予防サポーター養成講座 １２名 

サポーターズクラブ ２８名（１５４名） 

（５）認知症総合支援事業 

  ①認知症初期集中支援推進事業 

   認知症になっても本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域で暮

らし続けられるように、早期診断・早期対応に向けた相談支援を行いまし

た。 

  ※地域包括支援センター相談状況             （延べ件数） 

相談内容/相談形態 電話 来所 訪問 その他 合計 

認知症に対する相談 ６６ ２９ １６ １ １１２ 

内、チーム員相談対応 １９ ５ ６ １ ３１ 

②認知症地域支援・ケア向上事業 

※認知症サポーター養成講座 

     ２０２２年度 ２０２１年度 

開催回数（回） １２回 ７回 

参加人数（人） ４４３名 ３２１名 

   市内小学校及び介護予防サポーター養成講座など、幅広い世代を対象に認

知症サポーター養成講座を開催し、認知症の理解を深めることができまし

た。 

 ※認知症カフェ 

地域 名称 回数 参加延べ人数 

糸貫地域 
わいわいカフェ １１回 ２０９名 

ぐるぐるカフェ ８回 ６８名 

本巣地域 ささゆりカフェ ６回 １１２名 

根尾地域 おきがるカフェ ４回 ４５名 

   住民主体で開催した認知症カフェについては、会場の人数制限もあり、参

加人数を調整して開催しました。 

【家族介護教室】 

   認知症の方を介護している家族等７名の参加がありました。認知症疾患医

療センターやグループホームの職員を講師として依頼し、病院や施設の状況

について話を聞きました。また介護者からも話を聞くことができ、交流にも

繋がりました。 

 【アルツハイマー月間認知症啓発】 

   しんせいほんの森にて、認知症についてのコーナーを設置し、認知症につ

いての書籍を紹介しました。市ジュニア司書が本の紹介をすることで、幅広

い年代で関心を持つことができました。 

【オレンジリング啓発事業】 

   福祉協力校の３つの小学校から参加があり、ポスターや標語の制作に取り

組みました。活動の様子を CCネットで放映し、認知症についての啓発に努

めました。また、各学校の代表作品を社会福祉大会で展示しました。 

 



事業名 ６ 介護予防・日常生活支援総合事業 

事業内容

及び成果 

市内の概ね６５歳以上の高齢者を対象に、要介護状態にならないようにする 

ため、転倒予防教室やキラリ元気アップ教室を開催し、口腔ケア、栄養指導、 

認知症予防、閉じこもり予防など介護予防に取り組みました。 

（１）一般介護予防事業 

   市内在住の概ね６５歳以上の高齢者を対象に、介護予防サポーター養成講

座を修了したサポーターズクラブから協力を得て、各地域において転倒予防

教室を開催しました。 

   ※転倒予防教室           （延べ人数） 

  地  域 ２０２２年度 ２０２１年度 

真  正 ５３９ ３２９ 

糸  貫 ３３２ ２０１ 

本  巣 ２４３ ２１３ 

根  尾 １２８ １５９ 

合  計 １，２４２ ９０２ 

（２）介護予防・生活支援サービス事業 

   ６５歳以上で基本チェックリストに該当した方、または要支援１、２の認

定者で介護保険の通所サービスを利用していない方を対象に、４地域でそれ

ぞれ週１回介護予防教室を開催しました。 

   ※キラリ元気アップ教室      （延べ人数） 

  地  域 ２０２２年度 ２０２１年度 

真  正 １，３１０ １，０４２ 

糸  貫 ４７５ ３９５ 

本  巣 ５６３ ４２３ 

根  尾 １８１ １２２ 

合  計 ２，５２９ １，９８２ 
 

事業名 ７ 生きがい活動支援通所事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

  根尾デイサービスセンターにおいて、要支援になるおそれのある方や身体に

障がいがあって日常生活に支障がある方に対し、入浴や食事、レクリエーショ

ンのサービスを提供しました。 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者延べ人数 ５名 ２７名 

利用者実人数 ２名 ２名 
 

事業名 ８ ふれあいホーム事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

  障がい者の自立生活を支援するため、ふれあいホーム（賃貸住宅）におい

て、日常生活訓練を実施しました。 

  年間５３回実施 延べ１０４名利用 

  利用者が２名ずつ組になり、世話人と一緒に１泊２日の宿泊訓練を行いま 

 した。 

    利用登録者内訳 男性１３名 女性４名   

 



事業名 ９ 個別避難計画作成事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

  本巣市が個別避難計画の作成同意を得た人を対象に、職員が個別訪問し、緊

急時の連絡先や避難時にどのような配慮が必要かなどを聞き取り、個別避難計

画を作成しました。 

  ※計画作成数             

真正 糸貫 本巣 根尾 合計 

６４名 ５２名 ５７名 １８名 １９１名 
 

 

【公 的 福 祉 事 業】 

事業名 １ 介護保険事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）訪問介護事業 

   在宅の要介護者に対してホームヘルパーを派遣し、入浴・排泄・食事など

の介護及び調理・洗濯・掃除等の生活援助並びに生活等に関する相談と助

言、その他要介護者等に必要な日常生活上の支援を行いました。 

   ヘルパーとして、利用者ひとり一人の持つ能力に着目し「やってあげる」

からの脱却を図りました。「やってあげる」ことは簡単ですが、「やれるよう

に手伝う」とは大きくその後に違いが生じることから、ヘルパーステーショ

ンでは、その支援に取り組みました。重度の方の在宅志向が高まり、要介護

認定者の利用件数が増えました。 

   新型コロナウイルス感染拡大により、利用者宅でも感染者が出るなどヘル

パー自身が濃厚接触者となり、訪問自粛になるなど事業運営にも支障をきた

すこともありましたが、訪問するヘルパーが感染源とならないよう細心の注

意を払いました。 

  ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者延べ人数 
介護保険要介護者 ３６４名 ３４０名 

介護保険要支援者 １２６名 １６２名 

利用延べ回数 
介護保険要介護者 ４，２８５回 ３，７６１回 

介護保険要支援者 ６５１回 ８５４回 

月平均利用者数 
介護保険要介護者 ３０名 ２８名 

介護保険要支援者 １０名 １４名 

（２）通所介護事業（糸貫デイサービスセンター、根尾デイサービスセンター） 

   在宅の要介護者・要支援者に対し、デイサービスセンターにおいて入浴・

排泄・食事などの介護や個別機能訓練、レクリエーションを行いました。 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため、換気や消毒、レクリエーションの

あり方や方法を検討しながら、利用者の満足度やサービスの質の低下を招か

ないよう取り組みました。 

利用者数としては、減少傾向ですが、小規模デイだからできることに着目

し、利用者ひとり一人のやる気や頑張りを評価し、目的を持って取り組める

よう支援をしました。 

①糸貫デイサービスセンター 

   糸貫デイサービスセンターでは、「社会貢献事業」の継続でペットボトル

のキャップや古切手を集め洗浄や整理をし各団体に送りました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者延べ人数 ２，６２８名 ３，６１１名 

利用者実人数 ２３４名 ３００名 

月平均利用者実人数 １９名 ２５名 

②根尾デイサービスセンター 

   根尾デイサービスセンターでは、糸貫デイサービスセンター同様「社会貢

献事業」として、レクリエーションで作成した小物をうすずみ温泉やＪＡ、

根尾分庁舎に置かせていただきました。それを手にした住民や観光客の方々

から、お礼や励ましの手紙をいただくなど、利用者のやる気に繋げることが

できました。 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者延べ人数 ２，４０３名 ２，６１７名 

利用者実人数 ２９３名 ３２３名 

月平均利用者実人数 ２４名 ２７名 

（３）本巣市居宅介護支援センター 

 ①居宅サービス計画（ケアプラン）の作成 

介護保険の要介護認定を受けた方及びその家族の依頼を受けて、介護支 

援専門員が自宅を訪問し、心身の状況、生活環境等を勘案し、自立した日 

常生活を営むために必要なサービスが適切に利用できるよう居宅サービス 

計画の作成を行いました。 

②介護予防プランの作成 

要支援認定を受けた方に対して、地域包括支援センターからの委託を受 

け介護予防プランの作成を行いました。 

契約者に対しては、家族が就業していることも多く、働く家族からの相

談に対応するため、24時間 365日体制で在宅生活をサポートしました。  

メールでの相談もあり夜間や休日等の時間外相談は年間５００件を超え

ています。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に努め特に訪問時

の感染拡大防止対策には細心の注意を払いました。 

特定事業所加算を取得している事業所として、地域包括支援センター及

び他の居宅介護支援事業所、医療機関からの困難事例の受け入れも積極的 

に行いました。 

契約利用者以外の介護保険等、多岐に亘る急な来所や電話相談にも柔軟

に対応し、職員全員が社会福祉士、介護福祉士、看護師などの資格を有し

ているため、殆どの相談はワンストップで解決しました。 

 ２０２２年度 ２０２１年度 
月平均件数 

2022年度 2021年度 

ケアプラン延件数 １，９２２件 ２，２４６件 １６０件 １８７件 

予防プラン延件数 １８５件 １５８件 １５件 １３件 

相談件数 ３９件 ５８件 ３件 ５件 

紹介件数 ２３件 ３４件 ２件 ３件 

新規契約件数 ５５件 ６２件 ５件 ５件 

24時間対応件数  ５７２件 ６７６件 ４８件 ５６件 
 



事業名 ２ 地域包括支援センター事業 

事業内容

及び成果 

（１）介護予防ケアマネジメント事業 

   ※介護予防ケアマネジメント Bの作成件数    （延べ件数） 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

ケアマネジメント B ８７９件 ７６５件 

   基本チェックリストに該当した事業対象者に、維持向上を目的に介護予防

サービス、支援計画書を作成しました。 

   過去に基本チェックリストに該当し、現在サービス等利用していない人を

対象に、追跡調査を実施しました。必要に応じて各教室をはじめとする社会

資源の紹介を行うなど個別支援に繋げました。 

 ※出前講座 

 
開催回数 延参加人数 介護予防 認知症 消費者被害 

包括に

ついて 
その他 

サロン ３ ６２ ３ ２ １ ２ ２ 

その他 ６ ９６ １ １ １ ４ ３ 

合計 ９ １５８ ４ ３ ２ ６ ５ 

  地域のサロンや一般介護予防教室等の地域に出向き、包括支援センターの周

知や介護予防等の啓発活動に努めました。 

（２）総合相談支援事業 

 ※総合相談延件数                    （単位：件） 

 本人 家族等 関係機関 地域団体等 計 

電 話 １４６ ４５２ ３９９ ４４ １，０４１ 

来 所 ３９ ２２５ ２３ １７ ３０４ 

訪 問 １５９ １３４ ２０ ７ ３２０ 

その他 ０ １ １ １ ３ 

合 計 ３４４ ８１２ ４４３ ６９ １，６６８ 

※相談内容別件数                    （単位：件） 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

介護保険制度に関する相談 １，６６１ １，４００ 

総合事業に関する相談 ４４ ７９ 

福祉制度・サービスに関する相談 １１６ ９９ 

医療・健康等に関する相談 ６２ ４９ 

認知症に関する相談 １１２ １０６ 

安否確認に関する相談 ３２ ２９ 

権利擁護に関する相談 ４８ ５４ 

介護方法等に関する相談 １５ １０ 

生活全般に関する相談 ３１４ ２４０ 

介護者の離職に関する相談 ０ ３ 

苦情相談 １ ３ 

その他 １６ ８ 

合 計 ２，４２１ ２，０８０ 

 

 

 



※対応内容別件数 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

情報提供 １，７７９ １，４５１ 

連絡・調整 ７６８ ６２４ 

家庭訪問 ２６０ ２２８ 

ケース検討 １５ ７ 

申請（代行） １３６ １６８ 

基本チェックリストの実施 １１ ２０ 

その他 ２ ３ 

合 計 ２，９７１ ２，５０１ 

地域の福祉サービス情報をまとめた「あったか便利帳」を作成し、市内の

福祉相談窓口、民生委員・児童委員、市内の居宅介護支援事業所、ひとり暮

らし高齢者や支援を必要としている人等を対象に配布しました。 

（３）権利擁護事業 

    相談件数（実人数） 

高齢者虐待 １７件（ ６名） 

消費者被害  ９件（ ８名） 

成年後見制度 ２２件（１７名） 

①高齢者虐待 

認知症への理解が乏しい家族や精神疾患を患う家族からの身体的虐待に

ついての相談が多くありました。状況に応じ訪問したり、各関係機関と連

携をとったりしましたが、対応が難しいケースもありました。 

②消費者被害 

ケアマネジャーや市役所などの関係機関からの相談も多く、早急に対応

が必要な場合は適切な機関に繋ぎ支援を行いました。 

    老人ホーム入居権等に係る詐欺が疑われる電話に関する相談が数件あり

ました。北方警察署等 関係機関と連携をとるとともに集いの場等で地域

住民に注意喚起を行いました。 

③成年後見制度 

申し立て支援のケースはありませんでしたが、今後のために成年後見制

度を知っておきたいという相談が増加しています。また、施設入所や入院

をする際に身元保証人がおらず困ったという相談も多くあります。対象者

の状況に応じ成年後見制度の紹介や、身元保証人についての情報提供をし

ました。 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント事業 

   ①地域の介護支援専門員への個別支援        （単位：件） 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

ケアマネに対する日常的な指導助言 ９１ ９３ 

同行訪問 ５ １ 

サービス担当者会議の開催支援 １ ０ 

支援困難事例等への指導・助言 ２９ ５０ 

合  計 １２６ １４４ 

     

 



地域の介護支援専門員からの相談として、困難事例や高齢者虐待に関する

相談が多くみられ、同行訪問や地域ケア会議に繋げました。 

  ②市内の介護支援専門員勉強会 

  月 日 内 容 参加人数 

７月１９日 「訪問介護事業所との情報共有」 

講師：本巣市近隣の訪問介護事業所 

４事業所 

 

  １８名 

１０月１３日 「通所リハビリ事業所との情報共有」 

講師：本巣市内の通所リハビリ事業所 

４事業所 

１９名 

１月１７日 「通所介護事業所との情報共有」 

講師：本巣市内の通所介護事業所 

８事業所 

１３名 

    市内の介護支援専門員にアンケート調査をし、希望が多かった内容につ

いて実施しました。対面での情報収集、事業所との関係性の構築も目的で

あったため、オンラインは使用せず会場にて開催しました。 

   ③地域ケア会議 

 開催回数 事例件数 参加延べ人数 

自立支援 ９ １６ １２１ 

困難ケース ８ ８ ６３ 

集中減算 ２ １１ １３ 

合計 １９ ３５ １９７ 

    自立支援に向けたケースでは、市内を南部（真正、糸貫）北部（本巣、

根尾）に分け、コロナ禍でも開催できるよう、オンライン併用で毎月１回

開催しました。 

    困難ケースは随時開催し、介護支援専門員が困っている時に、タイムリ

ーな支援をすることができました。 

（５）指定介護予防支援事業 

   要支援認定者に対し、介護予防計画を作成しました。 

※介護予防サービス計画作成件数 

   ２０２２年度 ２０２１年度 

予防給付 ２，２１４ ２，０６８ 

予防マネジメントＡ ４７３ ５２４ 

  ※予防給付・・要支援１，２の人でデイケア、訪問看護、福祉用具等利用 

  ※マネジメント A・・要支援１，２の人で訪問介護、通所介護のみ利用 

 

事業名 ３ 障がい福祉事業 

事業内容

及び成果 

 

 

 

 

 

（１）障がい者就労継続支援事業（Ｂ型） 

   自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう就労の機会を提供

するとともに、生産活動その他の活動の機会を通じて、その知識及び能力の

向上のために必要な訓練を行いました。 

   ※利用者数 

    当初利用者数（４月） 年度末利用者数（３月） 

みつば １０名 １１名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉の子  ９名  ９名 

ほたる １３名 １２名 

   ※利用者１人当たり平均工賃（月額） 

 ２０２２年度 ２０２１年度 

みつば １１，７２２円 １１，７２１円 

杉の子 １１，３４１円 １１，３５９円 

ほたる １２，９３０円 １０，８２４円 

   ２０２２年度も、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症が収束せ

ず、企業から請け負う作業量が減少傾向にある中、新規企業の開拓や焼き菓

子製造における新商品の考案など、工賃収入を安定的にするための新たな取

り組みを行いました。 

（２）障がい者相談支援事業（障がい福祉サービス等の利用計画作成） 

   サービス等の利用計画についての相談及び作成などの支援を行い、障がい

者の自立した生活を支え、障がい者の抱える課題の解決や適切なサービス利

用に応じて保護者の協力を得ながら支援しました。 

  ①計画相談作成  利用者３５名 延べ計画作成７７件 

  ②基本相談支援  利用者 ４名 

（３）障害者居宅介護給付事業（障がい者ホームヘルプサービス） 

   障がい者が居宅において日常生活を営むことができるよう、障がい者の家

庭にホームヘルパーが訪問し、食事、身体の清潔の保持などの介助や必要な

便宜を供与し、支援を行いました。 

  ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者延べ人数 
地域生活支援事業 １２名 １５名 

障害者総合支援事業 ５３名    ６６名 

利用延べ回数 
地域生活支援事業 ４５回 ６２回 

障害者総合支援事業 ３２６回 ３６３回 

月平均利用者数 
地域生活支援事業 １名 １名 

障害者総合支援事業 ４名 ６名 
 

 

【指 定 管 理 事 業】 

事業名 １ 指定管理業務 

事業内容

及び成果 

（１）在宅介護支援センター事業（真正、糸貫、本巣、根尾） 

   在宅で支援を必要とされている高齢者やその家族などに対し、適切なサー

ビスが受けられるよう、連絡調整を行うなどの相談に応じました。 

   また、市内の概ね７５歳以上のひとり暮らしの方を対象として、定期的に

見守り訪問しました。 

※在宅介護支援センター活動実績 

    真正 糸貫 本巣 根尾 合計 

見守り 

訪問 

実人数 １６ ２５ １７ １８ ７６ 

延人数 ６１ １３２ ９５ ９３ ３８１ 

相談件数 ６ ２２ ２３ ４ ５５ 

実態把握 ４９ ２０ ２６ １３ １０８ 



（２）根尾生活支援ハウス 

   ６５歳以上のひとり暮らしの方及び夫婦世帯又は要介護認定において非該

当、要支援となった方、又は居住環境及び家庭環境の変化等により、家族に

よる援助を受けることが困難で、独立して生活することに不安のある方に対

し、施設内での共同生活を送るとともに、生活援助員による援助を行いまし

た。  入居者：２名 

（３）老人福祉センターの管理運営（真正、本巣老人福祉センター） 

   老人の健康増進及び文化活動の場として、新型コロナウイルス感染拡大防

止対策を行いながら憩いと交流の場を提供しました。 

  ①真正老人福祉センター 月曜日から土曜日開館（祝日を除く） 

    ・施設開館は２９４日（日曜日及び祝日、年末年始を除く毎日） 

    ・施設利用者数 延べ１９６名 

    ・施設修繕・・給湯器取替え、消防設備修繕、ボイラー修繕、事務所蛍

光灯修繕等を行いました。 

・年２回の避難訓練、消防訓練等を行い、火災等発生した場合の利用者

の誘導方法等確認しました。 

②本巣老人福祉センター 月曜日から金曜日開館（祝日を除く） 

    ・施設開館は２１７日（土日曜日及び祝日、年末年始を除く毎日） 

    ・施設利用者数 延べ３，１３６名 

 昨年度より８５７名の増となりました。 

・施設修繕・・空調修繕、自動火災報知器の修繕を行いました。 

・年２回の避難訓練、消防訓練等を行い、火災等発生した場合の利用者

の誘導方法等確認しました。 

（４）糸貫ぬくもりの里の管理運営 

   市民の健康づくりと高齢者に対する在宅福祉の充実を図るとともに、市民

の地域福祉活動及び文化活動を振興し、新型コロナウイルス感染拡大防止に

努めながら研修室やホールの貸出を行いました。 

   新型コロナウイルスワクチン接種会場として、いきいきセンターを活用し 

ました。 

   年２回の避難訓練、消防訓練等を行い、火災等発生した場合の利用者の誘 

  導方法等確認しました。 

   ・施設開館は２４９日（いきいきセンターは、月曜日及び年末年始を除く

毎日、保健センターは、土日祝日、年末年始を除く毎日） 

   ・施設利用者数 延べ ２７，０１４名 

   ・施設修繕・・トイレ修繕、消防設備誘導灯修繕、冷温水発生機修繕、防

火シャッター修繕、犬走り屋根修繕等行いました。 

（５）根尾高齢者生活福祉センターの管理運営 

   根尾デイサービスセンター及び根尾生活支援ハウスが円滑に運営できるよ

う施設設備の管理を行いました。 

   年２回の避難訓練、消防訓練を行い、火災等発生した場合の利用者の誘導

方法等確認しました。 

   ・施設修繕・・給湯ボイラー修繕、自動水栓取替修繕、ろ過装置修繕、床

暖房修繕等を行いました。 

（６）障がい者就労支援センター（みつば、杉の子）の管理 

   障がい者就労支援センターが円滑に運営できるよう施設整備の管理を行い



ました。 

   ・年１回の避難訓練を行い、利用者や職員が安全に避難できるよう訓練を

行いました。 

   ・みつば施設修繕・・修繕なし 

   ・杉の子施設修繕・・トイレ便座交換修繕、冷媒ガス配管修繕を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 


